
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３００７ 

令和５年度 工業科（機械科） 

 

教科 工業 科目 工業情報数理 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 工業情報数理（実教出版） 

副教材等 ３級情報技術検定試験 標準問題集（公益社団法人 全国工業高等学校長協会） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

高度情報化社会の中で将来社会人として活躍するには、コンピュータ及びネットワークに関わる基

礎的な知識と技術を身に付けることが不可欠です。さらに、情報化の進展が産業や個人に及ぼす影響

を理解し、情報に対するセキュリティや情報モラルに対する知識と技術を身に付けることも重要です。

この科目ではそれらを学び、目まぐるしく変化する社会に適応できる考え方を育てることを目的とし

ています。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解すること。 

・情報技術に関する基礎的な知識と技術を習得すること。 

・情報モラルを身に付け、情報及び情報手段を活用する能力や態度を育てること。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 

c:主体的に学習に取り組む態

度 

観
点
の
趣
旨 

情報技術に関する基礎的な

知識をもち、社会における情

報化の進展と情報の意義や

役割、使命を理解している。 

情報技術に関する基礎的な

知識と技術を理解し、情報の

収集・処理・活用のために必

要な技能を身に付けている。 

諸問題の解決を目指してみず

から思考を深め、解決方法を適

切に判断する能力を身に付け、

情報を処理・表現することがで

きる。 

情報技術に関する基礎的な知

識と技術に関心をもち、その習

得に向けて意欲的に取り組み、

実際に活用しようとする創造

的・実践的な態度を身に付けて

いる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

４ 学習の活動 



 

※令和４年度以降入学生用 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 
単元（題材）の評価規

準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

 

ハ

ｌ

ド

ト

ウ

ェ

ア 

 

（１）データの表し方 

 

（２）論理回路の基礎 

a: 2 進数の四則計算や

変換ができる。また、

論理回路の機能を理

解し、基本論理回路

を用いて、応用回路

を構成する技能を習

得している。 

b: 2 進数と 16 進数の

構成が説明でき、ま

た論理回路について

も考察できる。 

c:2 進数や 16 進数、論

理回路などに関心が

ある。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定期考査 

 

 

 

授業ノー

ト 

 

レポート 

 

 

 

 

授業ノート 

 

レポート 

 

授業態度の 

確認 

 

授業中の 

発言 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
操
作
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

（１）コンピュータの基

本操作 

 

（２）ソフトウェアの基

礎 

 

（３）アプリケーション 

ソフトウェア 

a:アプリケーションソ

フトウェアの特徴の

違いや機能について

理解している。また、

必要に応じたアプリ

ケーションソフトウ

ェアの選択ができ

る。 

b:OS とハードウェア、

応用ソフトウェアの

関係が考察できる。 

c:基本ソフトウェアと

応用ソフトウェアの

違い、OS の目的と種

類などに関心を持

ち、意欲的に学習に

取り組もうとする。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定期考査 

 

 

 

授業ノー

ト 

 

 

 

 

 

授業ノート 

 

授業態度の 

確認 

 

授業中の 

発言 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎 

（１）プログラム言語 

 

（２）プログラムの 

作り方 

 

（３）流れ図と 

アルゴリズム 

a:アルゴリズムを流れ

図で表現する知識を

身に付けていて、ア

ルゴリズムの作成と

流れ図の作成の技能

を習得している。 

b:最適なプログラムを

記述するために必要

なアルゴリズムを考

えて流れ図として表

現できる。 

c:用途に応じたプログ

ラム言語の違いや、

プログラムのつくり

方に関心をもってい

る。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定期考査 

 

 

 

授業ノー

ト 

 

 

 

 

 

授業ノート 

 

授業態度の 

確認 

 

授業中の 

発言 

 

２

学

期 

 

産
業
社
会
と
情
報
技
術 

（１）情報と生活 

 

（２）コンピュータの 

特徴 

（３）コンピュータの 

構成 

（４）コンピュータの 

発達 

（５）情報化社会の 

進展と産業社会 

（６）情報化社会の 

権利とモラル 

（７）情報の 

セキュリティ管

理 

（８）関数電卓の使い方 

a:情報に関する用語に

ついて理解し、また

情報化社会が進展す

るにつれ、守るべき

モラルについての考

えを持っている。コ

ンピュータの構成要

素をハードウェアと

ソフトウェアに区別

でき、それぞれの特

徴をまとめることが

できる。また、各種検

定も見据えて関数電

卓の使い方を習得し

ている。 

b:情報技術の進展にと

もない産業社会に及

ぼす影響について、

思考・判断でき、情報

化社会で守るべきモ

ラルについて具体的

に考えることができ

る 

c:現代社会でのコンピ

ュータの特徴やネッ

ト上での権利、セキ

ュリティ対策などに

関心を持っている。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定期考査 

 

 

 

授業ノー

ト 

 

レポート 

 

 

 

 

授業ノート 

 

レポート 

 

授業態度の 

確認 

 

授業中の 

発言 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

B
A
S
IC

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

（１）BASIC の特徴 

 

（２）四則計算の 

プログラム 

（３）文字データの 

取り扱い 

（４）データの読み取り 

 

（５）選択処理 

 

（６）繰り返し処理 

 

a:BASIC プログラムの

作成手順を理解し、

プログラム作成のた

めの知識を身に付け

ていて、BASIC の各命

令の意味を理解し

て、プログラムを作

成することができ

る。 

b:基礎的なプログラム

を読んで、どのよう

な結果が出力される

か考察できる。 

c:基本的な命令や、プ

ログラムの作成手順

に関心をもち、意欲

的に学習に取り組ん

でいる。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定期考査 

 

 

 

授業ノー

ト 

 

レポート 

 

 

 

 

授業ノート 

 

レポート 

 

授業態度の 

確認 

 

授業中の 

発言 

 

３

学

期 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

（１）コンピュータ 

ネットワークの

概要 

 

（２）コンピュータ 

ネットワークの

構成 

 

（３）コンピュータ 

ネットワークの 

通信技術 

a:通信システムや情報

通信ネットワーク、

LAN の基本構成につ

いて理解している。

また、コンピュータ

ネットワーク機器の

簡単な接続ができ

る。 

b:コンピュータネット

ワークで使用する機

器や、構成の知識を

もっている 

c:データ通信やネット

ワーク、インターネ

ット接続に関心があ

る 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定期考査 

 

 

 

授業ノー

ト 

 

 

 

 

 

授業ノート 

 

授業態度の 

確認 

 

授業中の 

発言 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

情
報
技
術
の
活
用 

（１）マルチメディア 

 

（２）情報の収集と活用 

 

（３）プレゼンテーショ

ン 

 

（４）文書の電子化 

a:アナログ情報のディ

ジタル化やマルチメ

ディアに関しての知

識を理解し、マルチ

メディア機器やマル

チメディアソフトウ

ェアの操作に関する

技能を習得してい

る。 

b:目的に応じたマルチ

メディアや必要な機

器の選択ができる。 

c:マルチメディアのハ

ードウェアやソフト

ウェアに関心があ

る。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定期考査 

 

 

 

授業ノー

ト 

 

レポート 

 

 

 

 

授業ノート 

 

レポート 

 

授業態度の 

確認 

 

授業中の 

発言 

 

B
A
S
IC

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
応
用 

（１）繰り返し処理 

 

（２）情報技術検定 3 級

の 

プログラム 

（３）情報技術検定 3 級

の練習 

 

（４）同 2級の問題への 

発展的練習 

a:上位級へ応用できる

知識を身に付けてい

る。繰り返し練習を

することにより、応

用できる技能を習得

している。 

b:BASIC3 級の過去問の

研究と考察ができ

る。 

c:プログラムに関心が

あり、意欲的に学ぼ

うとする姿勢があ

る。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定期考査 

 

 

 

授業ノー

ト 

 

レポート 

 

 

 

 

授業ノート 

 

レポート 

 

授業態度の 

確認 

 

授業中の 

発言 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


